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『
論
語
』
先
進
篇
に
「
子
張
問
善
人
之
道
°
子
日
、
不
践
迩
、
亦
不
入

t
1
)
 

於
室
」
と
い
う
問
答
が
あ
る
。
短
文
で
は
あ
る
が
、
難
解
な
問
答
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
問
答
に
対
す
る
唐
代
の
韓
愈
•
李
闘
の
『
論
語
筆
解
』

の
解
釈
の
特
色
を
考
察
す
る
。

,
J

’
 

・’
こ
の
問
答
に
は
、
次
の
甲
乙
二
系
統
の
解
釈
が
あ
る
。

甲
系
統
の
解
釈
は
、
孔
子
の
発
言
、
す
な
わ
ち
「
不
践
迩
」
「
亦
不
入

於
室
」
両
句
の
間
に
飛
躍
を
認
め
て
、
そ
の
間
に
補
足
説
明
を
加
え
る
立

場
で
あ
る
。
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
、
朱
煮
の
『
論
語
集
注
』
は
こ
の
立

場
を
採
る
。

何
晏
は
、
孔
安
国
の
説
を
採
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

孔
日
く
、
「
践
と
は
循
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
善
人
は
但
に
旧
迩

に
循
追
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
少
し
く
能
く
業
を
創
む
。
然
れ
ど

も
亦
た
聖
人
の
奥
室
に
入
ら
ず
」
と
。

す
な
わ
ち
、
古
注
に
準
拠
す
れ
ば
、
こ
の
問
答
は
次
の
よ
う
な
解
釈
と

な
る
。

『
論
語
筆
解
』

「
子
張
問
善
人
之
道
」

章
の
解
釈

子
張
が
善
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
先
生
は
言
わ
れ
た
、

「
〔
先
人
の
〕
跡
を
践
ん
で
ゆ
く
だ
け
で
は
な
く
、
〔
少
し
は
独
創

的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
〕
と
い
っ
て
い
ち
ば
ん
奥
深
い
と
こ
ろ
ま

で
は
到
達
し
て
い
な
い
。
」
（
宇
佐
美
一
博
訳
『
論
語
』
角
川
書
店
、

二
七
六
頁
）

(
4
)

（

S
)
 

ま
た
、
朱
子
は
、
程
子
の
説
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

善
人
は
、
質
美
な
れ
ど
も
未
だ
学
ば
ざ
る
者
な
り
。
程
子
曰
く
、

「
迩
を
践
む
と
は
、
途
に
循
い
轍
を
守
る
と
言
う
が
ご
と
し
」
と
。

善
人
は
必
ず
し
も
旧
迩
を
践
ま
ず
と
雖
も
、
自
ら
悪
を
為
さ
ず
。
然

れ
ど
も
亦
た
聖
人
の
室
に
入
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

す
な
わ
ち
、
新
注
に
準
拠
す
れ
ば
、
こ
の
問
答
は
次
の
よ
う
な
解
釈
と

な
る
。
子
張
が
善
人
（
素
質
は
好
い
が
学
問
の
足
ら
な
い
の
が
菩
人
）
の
道

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
跡
を
ふ
ま
ず
（
昔
か
ら
の
し
き
た

り
ど
お
り
に
は
せ
ぬ
が
、
）
〔
別
に
悪
い
こ
と
を
す
る
わ
け
で
な
く
、
〕

と
い
っ
て
の
〕
室
に
入
り
も
し
な
い
。
」
（
倉
石
武
四
郎
訳

佐

藤

好

(20) 
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『
論
語
・
孟
子
・
大
学
・
中
庸
』
筑
摩
書
房
、
五

0
頁）

以
上
の
よ
う
に
、
古
注
•
新
注
は
、
「
不
践
迩
」
「
亦
不
入
於
室
」
両

句
の
間
に
「
然
」
と
い
う
助
字
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
孔
子
の
発
言
を

理
解
す
る
の
で
あ
る
。
森
槌
は
、
こ
の
古
注
・
新
注
の
解
釈
を
批
判
し
て

(
6
)
 

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
『
続
論
語
餅
枝
』
）
。

両
家
の
説
並
び
に
経
旨
に
あ
ら
ず
。
そ
の
説
の
ご
と
く
ん
ば
、
則

ち
下
句
総
べ
て
須
ら
く
「
然
」
字
有
り
て
一
転
す
べ
し
。

一
方
、
乙
系
統
の
解
釈
は
、
「
不
践
迩
」
「
亦
不
入
於
室
」
両
句
の
間

に
飛
躍
を
認
め
ず
、
「
迩
を
践
ま
ざ
れ
ば
、
亦
た
室
に
入
ら
ず
」
と
両
句

を
連
続
的
に
把
握
す
る
立
場
で
あ
る
。
劉
宝
楠
の
『
論
語
正
義
』
は
基
本

的
に
こ
の
立
場
を
採
る
。
(
7
)
 

劉
宝
楠
は
、
孔
広
森
の
説
を
採
用
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

孔
氏
広
森
『
経
学
厄
言
』
に
写
口
う
‘
]
「
善
人
の
道
を
問
う
と
は
、

則
ち
何
如
に
し
て
善
人
と
為
る
べ
き
か
を
問
う
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

乃
ち
善
人
は
当
に
何
の
道
以
て
自
ら
処
す
べ
き
か
を
問
う
な
り
。
故

に
子
告
ぐ
る
に
善
人
の
行
う
所
の
道
を
以
て
す
。
当
に
前
言
往
行
に

放
い
て
、
以
て
そ
の
徳
を
成
す
べ
し
、
と
。
こ
れ
を
室
に
入
る
に
瞥

う
れ
ば
、
必
ず
陳
涼
堂
戸
の
跡
を
践
み
、
而
る
後
循
循
然
と
し
て
至

る
な
り
」
と
。

す
な
わ
ち
、
『
正
義
』
に
準
拠
す
れ
ば
、
こ
の
問
答
は
次
の
よ
う
な
解

釈
と
な
る
。

子
張
が
善
人
の
生
き
方
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は
い
わ
れ

た
。
「
生
ま
れ
つ
き
の
善
人
は
、
古
人
の
歩
ん
だ
道
の
跡
を
追
っ
て

修
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
堂
に
の
ぽ
る
だ
け
で
、

室
に
は
い
り
、
奥
義
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
貝
塚
茂
樹
訳

『
論
語
』
中
央
公
論
社
、
三

0
七
頁
）

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
諸
訳
は
、
「
善
人
」
を
い
わ
ゆ
る
「
善
行
の
人
」

と
解
釈
す
る
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
善

人
」
に
対
す
る
解
釈
に
も
実
は
異
説
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
劉
宝
楠
は

「
案
ず
る
に
孔
〔
広
森
〕
説
是
な
り
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
『
漢
書
』

(
8
)
 

刑
法
志
に
基
づ
く
別
解
と
し
て
、
「
善
人
」
を
「
諸
侯
」
と
す
る
解
釈
も

挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
周
乾
揆
「
釈
善
人
之
道
章
」
（
『
孔
子
研
究
』
一
九
八
七
ー

三
）
の
よ
う
な
独
自
の
解
釈
も
あ
る
。
周
氏
は
、
こ
の
問
答
に
対
す
る
従

来
の
解
釈
を
否
定
し
て
、
「
善
」
字
を
動
詞
と
す
る
次
の
よ
う
な
解
釈
を

提
起
し
て
い
る
。

子
張
が
、
他
人
が
過
失
を
改
め
る
の
を
手
助
け
す
る
方
法
を
尋
ね
た
。

孔
子
は
言
っ
た
。
「
他
人
の
過
失
を
あ
ば
く
こ
と
に
熱
心
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
。
ま
た
、
〔
た
と
え
過
失
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
過
失
を
〕
言
い
た
て
て
は
い
け
な
い
。
」

す
な
わ
ち
、
周
氏
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
子
張
の
質
問
は
「
人
を
善
た
ら

し
む
る
の
道
」
、
そ
れ
に
対
す
る
孔
子
の
解
答
は
「
迩
を
践
ま
ざ
れ
、
亦

た
室
に
入
ら
ざ
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
、
明
の
智
旭
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
『
論

語
点
睛
補
注
』
）
。

こ
れ
須
ら
く
四
句
も
て
料
掠
す
べ
し
。

一
、
迩
を
践
み
て
室
に
入
る

(21) 
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は
君
子
な
り
。
二
、
迩
を
践
ま
ず
し
て
室
に
入
る
は
聖
人
な
り
。

迩
を
践
ま
ず
し
て
室
に
入
ら
ざ
る
は
善
人
な
り
。
四
、
迩
を
践
み
て

室
に
入
ら
ざ
る
は
有
恒
な
り
。

智
旭
の
解
釈
で
は
、
「
迩
」
と
「
室
」
と
の
相
互
関
係
の
中
に
、
「
善

人
」
を
含
む
四
種
の
人
格
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
智
旭
が
「
善
人
」

と
と
も
に
、
「
聖
人
」
「
君
子
」
「
有
恒
」
を
挙
げ
て
い
る
の
に
は
理
由

が
あ
る
。
『
論
語
』
述
而
篇
に
、
「
子
日
く
、
聖
人
は
吾
れ
得
て
こ
れ
を

見
ず
。
君
子
な
る
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
ち
可
な
り
。
子
日
く
、
善
人
は

吾
れ
得
て
こ
れ
を
見
ず
°
恒
有
る
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
ち
可
な
り
」
と

(
9
)
 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
、
「
善
人
」
を
人
格
と
す

る
解
釈
が
や
は
り
穏
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
「
善
人
」
に
つ
い
て
、
韓
愈
は
「
型
人
の
異
名
」
と
解
釈

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
は
『
論
語
』
本
文
が

「
問
善
人
之
道
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
あ
え
て
「
こ
れ
善
人
を
問
う
。

聖
人
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
皇
侃
は
「
善
人
」
を

「
聖
人
」
と
密
接
に
関
連
す
る
「
賢
人
」
（
子
路
篇
「
善
人
為
邦
百
年
」

章
・
「
善
人
教
民
七
年
」
章
）
と
注
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
皇
侃
に
よ

れ
ば
、
「
善
人
」
は
解
釈
上
、
す
で
に
一
種
の
問
題
点
で
あ
っ
た
よ
う
に

見
え
る
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
遠
く
糊
っ
て
み
る
と
、
菫
仲
舒
の
『
春
秋
繁

器
』
深
察
名
号
篇
に
、
こ
の
問
題
の
発
端
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
蓋
仲

舒
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

三
網
五
紀
に
循
い
、
八
端
（
蘇
輿
注
「
未
詳
」
）
の
理
に
通
じ
、
忠

信
に
し
て
博
愛
、
敦
厚
に
し
て
礼
を
好
む
。
乃
ち
善
と
謂
う
べ
し
。

こ
れ
聖
人
の
善
な
り
。
こ
の
故
に
孔
子
曰
く
、
「
善
人
は
吾
れ
得
て
、

マ
マ

こ
れ
を
見
ず
。
常
有
る
者
を
見
る
を
得
ば
、
斯
ち
可
な
り
」
（
『
論

語
』
述
而
篇
）
と
。
こ
れ
に
由
り
て
こ
れ
を
観
れ
ば
、
聖
人
の
い
わ

ゆ
る
善
は
未
だ
当
る
に
易
か
ら
ず
。

蓋
仲
舒
は
、
行
論
上
『
論
語
』
を
引
く
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
善
人
」

と
は
、
文
義
に
従
え
ば
「
聖
人
が
指
す
善
を
身
に
つ
け
た
人
」
と
い
う
解

釈
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
菩
人
は
、
ほ
匠
聖
人
の
境
地
に

達
し
た
者
、
い
わ
ば
「
聖
人
の
異
名
」
に
近
い
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
「
善
人
」
を
「
聖
人
」
と
解
釈
す
る
流
れ
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
吾
れ
謂
え
ら
く
、
善
人
は
即
ち
聖
人
の
異
名
な
る

の
み
」
と
述
べ
る
韓
愈
の
解
釈
は
、
や
は
り
独
自
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
韓
愈
な
ら
び
に
弟
子
の
李
闘
の
合
作
と
伝

え
ら
れ
る
『
論
語
箪
解
』
が
、
「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
を
ど
の
よ
う
に

解
釈
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

⇔
 

『
論
語
筆
解
』
に
は
テ
キ
ス
ト
上
、
種
々
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
田
中
利
明
氏
が
「
韓
愈
•
李
闘
の
『
論
語
筆
解
』
に
つ

い
て
の
考
察
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
三
〇
集
）
に
お
い
て
論
じ
て
い

(10) 

る。
ま
た
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
問
題
と
並
行
し
て
、
『
論
語
筆
解
』
所
引
の
古

注
に
も
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
古
注
と
の

間
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
本
稿
が
取
り
あ
げ
て
い

(22) 
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る
「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
に
お
け
る
孔
注
に
は
問
題
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
十
三
経
注
疏
本
で
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

孔
曰
•
•
…
·
善
人
不
但
循
追
佑
迩
而
已
亦
少
能
創
業
…
…
…

こ
の
孔
注
に
対
し
て
、
『
論
語
箪
解
』
所
引
の
孔
注
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
。

古
注
に
関
し
て
、
時
間
的
に
で
は
な
く
形
体
的
に
言
え
ば
、
『
論
語
箪

解
』
の
テ
キ
ス
ト
は
次
の
三
種
に
大
別
で
き
る
。

（
甲
）
苑
氏
本
。
こ
れ
は
宋
代
の
許
勃
の
序
を
前
に
付
し
た
、
明
代
の

苑
欽
が
訂
し
た
テ
キ
ス
ト
で
、
『
苑
氏
二
十
一
種
奇
書
』
所
収
の
嘉
靖
中

刊
本
で
あ
る
。
最
近
で
は
『
叢
書
集
成
』
が
景
印
し
て
お
り
入
手
し
や
す

い
。
こ
の
苑
氏
本
で
さ
し
あ
た
り
代
表
さ
せ
て
お
く
が
、
百
二
十
巻
本
の

い
わ
ゆ
る
重
編
説
祁
本
・
築
海
珠
脆
本
（
天
啓
四
年
〔
ニ
ハ
ニ
四
年
〕
鄭

鄭
の
「
論
語
筆
解
小
序
」
が
あ
る
。
古
経
解
彙
函
本
は
こ
れ
を
用
い
て
い

る
）
等
も
そ
の
孔
注
は
同
じ
で
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

孔
日
善
人
不
但
循
箸
迩
亦
少
創
業
：
・
…
…

（
乙
）
愚
海
金
壺
本
。
こ
の
孔
注
は
次
の
ご
と
く
で
あ
り
、
「
循
」
に

「
不
」
が
加
わ
り
、
（
甲
）
類
と
大
き
く
異
な
る
。

孔
曰
善
人
不
但
不
循
箸
迩
亦
少
創
業
…
…
・
:

周
中
学
『
鄭
堂
読
書
記
』
「
論
語
箪
解
」
の
項
が
す
で
に
「
墨
海
金
壺

本
載
す
る
所
の
序
、
〔
許
勃
の
〕
名
氏
こ
れ
を
失
す
」
と
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
（
甲
）
類
の
前
付
で
あ
る
許
勃
の
序
の
始
め
に
は
「
秘
書
丞
許

勃
」
と
あ
る
の
に
、
そ
の
部
分
を
削
っ
て
序
の
本
文
だ
け
を
載
せ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
墨
海
金
壺
本
は
（
甲
）
類
を
用
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え

る
。
な
ぜ
な
ら
、
古
注
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
苑
氏
本
と
次
の
よ
う
な
異

同
が
あ
り
、
明
ら
か
に
系
統
が
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

子
曰
詩
三
百

子
曰
君
子
博
学

告
有
曰
夫
子
為
衛
君
乎

子
所
雅
言

子
絶
四

子
日
鳳
鳥
不
至

吉
月
必
朝
服

郷
人
難
朝
服

子
曰
山
梁
雌
雉

子
張
問
善
人
之
道

子
曰
善
人
教
民

子
曰
作
者
七
人
突

子
張
問
行

孔
子
曰
礼
楽
征
伐

微
子
去
之

斉
景
公
待
孔
子

子
曰
不
教
而
殺

〔
古
注
の
異
同
〕

『
論
語
』
の
本
文

墨
涌
金
壺
本

帰
子
正
也

．
 

不
逆
道
也

悪
行
也

．
 

正
言
也
鄭
曰

鍛
任
意

鳳
鳥
至
．
 

朝
服
．

．

 

立
子
廟
之
昨
階

子
路
共
之．
 

不
但
不
循
旧
迩

．． 
包
日
即
就

．
 

晨
門
衡
腕
也．
 

諸
侯
自
作

以
其
憂
乱

魯
三
卿

吝
営
於
出
納
者

帰
於
正
也

• 不
進
道
也

悪
口
也

正
言
也
口
鄭
曰

．
 

不
任
意

鳳
凰
至

．
 

吉
服
．
 

立
於
廟
之
口
階

矛
路
共
之

不
但
口
循
旧
迩

□
口
即
就

．
 

石
門
衡
腕
也

諸
挨
自
作

□
其
憂
乱

魯
二
卿

吝
裔
於
出
納
者

苑
氏
本

(23) 
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恐
ら
く
、
（
甲
）
類
と
異
な
る
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
前
付
に
許
勃
の
序

を
取
り
、
そ
の
名
氏
を
削
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
乙
）
類
は
、

テ
キ
ス
ト
と
し
て
実
質
的
に
は
（
甲
）
類
と
異
な
る
と
考
え
る
。

（
丙
）
百
陵
学
山
本
。
隆
慶
二
年
〔
一
五
六
八
年
〕
王
完
の
題
跛
が
あ

り
、
目
録
末
尾
に
は
万
暦
十
二
年
〔
一
五
八
四
年
〕
と
記
さ
れ
て
い
る
。

民
国
二
十
七
年
商
務
印
書
館
（
長
沙
）
が
隆
慶
本
を
景
印
し
て
い
る
。
こ

の
テ
キ
ス
ト
は
『
論
語
』
の
本
文
の
み
で
注
が
す
べ
て
な
い
。

な
お
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
、
王
存
本
な
る
テ
キ
ス
ト
か

ら
刊
本
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
提
要
』
の
箪
者
自
身
「
未
見
」
と

述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
孔
注
は
十
三
経
注
疏
本
の
も
の
が
通
行
で
あ
り
、
「
善
人
は
但

に
旧
迩
に
循
追
す
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
少
し
く
能
く
業
を
創
む
」
と
述

べ
て
い
る
。
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
「
言
う
こ
こ
ろ
は
、
善
人
の
道
亦
た

当
に
別
に
宜
し
く
善
事
を
創
建
す
べ
し
。
唯
だ
前
人
の
旧
迩
に
依
循
す
る

の
み
を
得
ず
」
、
那
昂
『
論
語
正
義
』
「
善
人
は
但
に
旧
迩
に
循
追
す
る

の
み
な
ら
ず
、
当
に
自
ら
功
を
立
て
業
を
立
つ
べ
し
。
善
人
は
謙
を
好
め

ば
、
亦
た
少
し
く
能
く
業
を
創
む
」
と
両
者
が
敷
術
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
甲
）
類
は
こ
の
通
行
の
孔
注
と
同
じ
解
釈
で
あ
る
が
、
（
乙
）
類
の

場
合
、
「
善
人
は
但
に
旧
迩
に
循
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
た
少
し
く
業

を
創
む
」
で
あ
り
、
意
味
が
相
当
に
変
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
一
般
的
に

は
、
た
だ
ち
に
孔
注
と
し
て
誤
り
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

韓
愈
が
使
っ
た
テ
キ
ス
ト
中
の
孔
注
と
し
て
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

A
 
0
 

力
と
い
う
の
は
、
韓
愈
が
「
孔
説
非
な
り
」
と
し
て
反
論
し
た
「
豊
不

循
酋
迩
而
又
不
入
聖
人
之
室
哉
」
と
い
う
文
中
の
「
不
循
背
迩
」
と
い
う

こ
と
ば
と
（
乙
）
類
と
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
韓
愈
の
発
言
、

す
な
わ
ち
「
登
不
循
組
迩
…
…
」
の
「
不
」
を
「
循
」
の
否
定
語
と
し
て

で
は
な
く
（
甲
）
類
の
場
合
と
同
様
に
「
不
但
」
と
し
て
考
え
て
み
た
が
、

そ
れ
で
は
ど
う
も
十
分
に
解
釈
し
き
れ
な
い
。
韓
愈
が
使
っ
た
テ
キ
ス
ト

中
の
孔
注
が
果
し
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
問
題
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
の
次
章
「
子
曰
論
篤
…
…
」

（
「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
と
合
せ
て
一
章
と
す
る
説
も
あ
る
）
の
注
に

は
「
孔
曰
」
の
二
字
を
冠
し
て
い
る
が
、
玩
元
『
論
語
注
疏
校
勘
記
』
は

「
『
筆
解
』
こ
の
節
の
注
「
孔
曰
」
に
作
る
」
と
述
べ
て
、
『
論
語

箪
解
』
所
引
の
古
注
が
や
や
特
異
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
特
異
性
を
減
琳
『
経
義
雑
記
』
「
論
語
筆
解
好
改
字
」

(
『
皇
清
経
解
』
巻
二
百
）
も
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
減
琳
は
ま

ず
『
論
語
筆
解
』
を
す
べ
て
李
闘
の
手
に
成
る
も
の
と
し
、
「
崩
の
李
習

之
（
闘
）
の
『
論
語
筆
解
』
好
ん
で
〔
『
論
語
』
の
〕
本
文
を
改
む
」

と
述
べ
る
。
そ
し
て
『
論
語
』
の
文
字
に
対
し
て
「
某
当
作
（
ま
た
は

「
為
」
）
某
」
と
す
る
例
を
す
べ
て
抜
き
出
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
述
而
篇
「
子
所
雅
言
：

．．．． 
」
章
の
孔
注
を
取
り
あ
げ
て
い

る
。
減
琳
の
書
き
か
た
が
分
り
に
く
い
の
で
、
そ
の
意
図
を
『
論
語
筆
解
』

に
某
づ
い
て
言
え
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
『
論
語
筆
解
』
（
愚
悔
金
壺
本
）
所
引
の
『
論
語
』
本
文
に
は

(24) 
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「
子
所
雅
言
詩
書
執
礼
皆
雅
音
也
」
と
あ
る
。
こ
の
「
雅
音
」
に
特
色
が

あ
る
。
（
甲
）
類
で
は
、
『
論
語
』
の
ふ
つ
う
の
文
字
ど
お
り
「
雅
言
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
あ
と
の
『
筆
解
』
の
意
味
が
通
じ
な

い
。
と
い
う
の
は
、
『
筆
解
』
に
は
「
「
音
」
〔
当
に
〕
「
言
」
に
作
る

〔
べ
し
〕
。
字
、
伝
写
の
誤
り
な
り
。
注
に
「
雅
音
正
言
」
と
云
う
に
因

(11) 

り
、
遂
に
誤
て
り
」
と
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
、
「
雅
音
」
と
い
う
本
文

に
対
し
て
述
べ
て
い
る
と
言
え
る
。
（
『
箪
解
』
の
「
音
作
言
」
を

「
「
音
」
「
言
」
に
作
る
」
と
読
ん
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
賊
琳
自

身
が
抜
き
書
き
し
た
用
例
は
、
一
例
以
外
す
べ
て
「
某
当
に
某
に
作
る
べ

し
」
の
型
と
な
っ
て
い
る
。
唯
一
こ
こ
だ
け
が
「
音
作
言
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
「
音
当
作
言
」
の
「
当
」
の
脱
字
と
考
え
る
。
）

さ
て
、
こ
の
『
論
語
筆
解
』
に
対
し
て
、
賊
琳
は
「
い
ま
孔
注
「
雅

言
正
言
」
に
作
る
。
疑
う
ら
く
は
李
の
見
し
所
の
本
誤
て
り
」
と
わ
ざ
わ

ざ
注
し
て
い
る
。

こ
の
威
琳
の
指
摘
か
ら
言
え
ば
、
『
箪
解
』
が
用
い
た
『
論
語
』
な
ら

び
に
古
注
は
、
墨
悔
金
壺
本
系
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
論
語
箪
解
』
が
基
づ
い
た
テ
キ
ス
ト
（
未
詳
）
の
古

注
に
は
、
相
当
に
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
子
張
問

普
人
之
道
」
章
に
お
け
る
墨
海
金
壺
本
の
孔
注
「
不
但
不
循
」
を
す
ぐ
さ

ま
「
不
但
循
」
の
誤
り
、
さ
ら
に
は
『
論
語
箪
解
』
が
使
っ
た
テ
キ
ス
ト

中
の
孔
注
も
、
た
だ
ち
に
「
不
但
循
」
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
に
は
、

ま
だ
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
部
分
に
つ
い
て
は
疑
い
を
残
し
て
お

き
、
さ
し
あ
た
り
『
論
語
箪
解
』
の
「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
に
対
す
る

全
体
的
解
釈
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
論
語
箪
解
』
は
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

蓋
し
仲
尼
子
張
に
誨
え
て
言
う
、
「
菩
人
迩
に
循
い
て
心
室
に

至
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
聖
人
の
心
室
は
、
こ
れ
奥
こ
れ
微
、
形
の
観

る
べ
き
無
く
、
迩
の
践
む
べ
き
無
し
。
子
張
の
能
＜
至
る
所
に
あ
ら

ず。

さ
ら
に
、
李
闘
は
、
「
室
と
は
こ
れ
心
地
な
り
」
と
師
説
を
敷
桁
し
た

上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

聖
人
心
有
り
、
迩
有
り
。
造
形
有
り
、
無
形
有
り
。
堂
堂
た
る
か

（

12）
 

な
子
張
誠
に
未
だ
こ
れ
に
至
ら
ず
。

韓
愈
•
李
闘
の
解
釈
の
特
色
は
、
「
善
人
」
を
「
聖
人
」
と
規
定
し
た

上
で
、
「
迩
」
「
室
」
と
い
う
関
係
を
「
迩
」
「
心
」
と
い
う
新
た
な
関

係
に
置
換
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
心
」
は
、
「
形
」
も
「
迩
」

も
、
も
う
目
に
見
え
な
い
微
妙
な
存
在
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。
偉

愈
•
李
闘
は
、
こ
の
よ
う
な
「
心
」
こ
そ
が
「
型
人
」
の
本
質
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
『
筆
解
』
は
、
子
張
の
質
問
を
「
聖
人
の
道
」
、
そ
れ
に

対
す
る
孔
子
の
解
答
を
「
迩
を
践
ま
ず
（
践
む
能
わ
ず
）
‘
[
故
に
]
亦

た
で
心
]
室
に
入
ら
ず
（
入
る
能
わ
ず
）
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

侯
外
巌
氏
は
、
以
上
の
よ
う
な
韓
愈
•
李
闘
の
解
釈
を
「
神
秘
的
」
で

あ
る
と
し
、
そ
れ
を
「
子
思
•
孟
子
の
唯
心
論
学
派
」
に
連
な
る
も
の
で

(25) 
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あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
心
室
」
と
い
う
用
語
は
、
『
荘
子
』
人
間
世

篇
の
「
虚
な
る
者
は
心
斎
な
り
」
の
「
心
斎
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
（
『
中
国
思
想
通
史
』
四
巻
上
、
人
民
出
版
社
、
一
九

五
九
年
、
三
四
七
頁
）
。

侯
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
韓
愈
•
李
闘
の
解
釈
は
、
そ
の
淵
源

を
求
め
れ
ば
、
遠
く
『
荘
子
』
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
迩
」
と
「
心
」

と
を
対
比
す
る
立
場
も
、
す
で
に
『
荘
子
』
天
運
篇
に
「
迩
」
と
「
迩
す

(13) 

る
所
以
」
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外

に
も
、
韓
愈
•
李
闘
の
解
釈
に
は
、
そ
の
当
時
、
も
っ
と
匝
接
的
な
背
景

が
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
王
通
（
文
中
子
）

『
中
説
』
の
心
迩
論
で
あ
る
。

国
王
通
の
心
迩
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
心
迩
論
—
土
エ
通
か
ら
二
程
へ
」

（
『
中
国
研
究
集
刊
』
宇
号
・
一
九
八
八
年
）
が
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中

心
と
な
る
の
は
、
『
中
説
』
問
易
篇
の
議
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
通

は
、
「
聖
人
」
を
「
心
」
「
迩
」
二
側
面
か
ら
把
握
す
る
議
論
を
展
開
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
韓
愈
•
李
闘
は
、
『
論
語
筆
解
』
を
著
す
に
際
し
て
、
こ
の

『
中
説
』
を
参
照
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
論
語
箪
解
』

里
仁
篇
の
中
に
は
、
『
中
説
』
事
君
篇
か
ら
の
引
用
で
あ
る
「
王
通
云
う
、

(15) 

可
不
可
は
天
下
の
共
に
存
す
る
所
な
り
」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。

ま
た
、
『
中
説
』
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
『
論
語
』
を
模
擬
し
た
王
通

の
言
行
録
で
あ
る
。
そ
の
『
中
説
』
天
地
篇
に
、
韓
愈
•
李
闘
が
「
善
人
」

を
「
聖
人
」
と
規
定
す
る
直
接
的
な
背
景
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
次
の

よ
う
な
議
論
が
あ
る
。

李
靖
聖
人
の
道
を
問
う
。
子
（
王
通
）
曰
く
、
「
由
る
所
無
し
、

亦
た
彼
に
至
ら
ず
」
と
。
門
人
曰
く
‘
「
[
魏
]
徴
や
至
れ
り
」
と
。

或
ひ
と
日
く
、
「
未
だ
し
」
と
。
門
人
惑
え
り
。
子
曰
く
、
「
徴
や

此
を
去
る
も
未
だ
彼
に
至
ら
ず
（
玩
逸
注
「
已
に
中
賢
の
見
を
離
る
。

然
れ
ど
も
未
だ
上
哲
の
性
に
至
ら
ず
」
）
」
と
。
或
ひ
と
彼
の
説
を

問
う
。
子
曰
く
、
「
彼
は
道
の
方
な
り
。
必
ず
や
至
る
無
か
ら
ん
か
」

と
。
蓋
常
こ
れ
を
聞
き
て
悦
ぶ
。
門
人
達
せ
ず
。

こ
こ
で
は
、
李
靖
と
い
う
門
人
が
「
聖
人
の
道
」
を
尋
ね
た
の
に
対
し

て
、
師
の
王
通
が
「
由
る
所
無
し
‘
[
故
に
]
彼
に
至
ら
ず
」
と
述
べ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
い
ま
問
題
と
し
て
い
る
『
論
語
』
先
進
篇
の
議
論
と
密

接
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
先
述
の
よ
う
な
「
善
人
」
を
「
聖
人
」
と
す
る
韓
愈
•
李
闘
の

解
釈
は
、
『
箪
解
』
に
お
い
て
突
然
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、

そ
の
先
縦
と
し
て
、
右
の
『
中
説
』
天
地
篇
「
李
靖
聖
人
の
道
を
問
う
」

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

も
っ
と
も
、
『
論
語
』
の
「
不
践
迩
」
「
亦
不
入
於
室
」
そ
れ
ぞ
れ
が

『
中
説
』
の
「
無
所
由
」
「
亦
不
至
於
彼
」
に
相
当
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
韓
愈
•
李
闘
に
よ
っ
て
「
迩
」
「
心
」
と
い
う

視
角
で
把
握
さ
れ
る
と
い
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
『
中
説
』
の
注
者
で
あ
る
玩
逸
は
、
『
中
説
』
天
地
篇
の

「
李
靖
問
聖
人
之
道
」
の
一
節
と
『
中
説
』
問
易
篇
の
「
魏
徴
問
塑
人
憂

(26) 
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疑
」
の
節
と
を
並
挙
し
て
、
「
こ
の
深
趣
を
挙
ぐ
れ
ば
‘
[
『
中
説
』

の
大
略
は
]
類
を
以
て
知
る
べ
し
」
（
「
中
説
序
」
）
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
玩
逸
は
、
両
者
を
『
中
説
』
に
お
け
る
代
表
的
議
論
と
し
て

(16) 

い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
『
中
説
』
天
地
篇
の
厳
論
に
は
、
「
魏
徴

問
う
所
の
者
は
迩
な
り
。
吾
汝
（
笙
常
）
に
告
ぐ
る
者
は
心
な
り
」

と
い
う
心
迩
論
を
展
開
す
る
『
中
説
』
問
易
篇
の
談
論
と
結
合
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
附
言
す
れ
ば
『
中
説
』
に
お
い
て
、
魏
徴
は
『
論
語
』
に
お
け

る
子
張
と
同
様
に
、
外
面
的
な
威
儀
に
気
を
と
ら
れ
る
門
人
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
一
方
、
窒
常
は
『
論
語
』
に
お
け
る
顔
回
と
同
様
に
、
内
面

的
な
徳
性
の
涵
旋
に
努
め
る
門
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

『
中
説
』
天
地
篇
に
お
い
て
も
、
魏
徴
は
「
未
だ
彼
に
至
ら
ず
」
と
さ
れ
、

董
常
は
「
こ
れ
を
聞
き
て
悦
ぶ
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
論
語
』
先
進
篇
の
問
答
を
心
迩
論
と
い
う
視
角
か
ら
解

釈
す
る
韓
愈
•
李
闘
の
立
場
は
、
宋
代
の
『
論
語
』
解
釈
史
上
に
―
つ
の

影
響
を
与
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陳
祥
道
の
『
論
語
全
解
』
（
巻
六
）

は
、
「
善
人
」
を
「
聖
人
」
と
同
一
視
こ
そ
し
な
い
け
れ
ど
も
、
子
張
と

孔
子
と
の
問
答
を
心
迩
論
と
い
う
視
角
か
ら
解
釈
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
韓
愈
•
李
闘
の
『
論
語
筆
解
』
は
、
当
時
の
思
想
史

上
に
お
け
る
―
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
心
迩
論
と
い
う
立

場
を
『
論
語
』
解
釈
史
上
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
特
色

あ
る
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ょ
う
。

注
(
1
)

「
子
張
問
善
人
之
道
」
章
は
、
古
注
で
は
「
子
曰
、
論
篤
是
与
、

君
子
者
乎
、
色
荘
者
乎
」
と
合
わ
せ
て
一
章
と
す
る
。
本
稿
で
は

『
論
語
箪
解
』
の
分
章
に
従
う
。

(
2
)

「
言
善
人
不
但
循
追
旧
迩
而
已
」
に
つ
い
て
、
太
宰
純
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
純
按
、
注
疏
本
孔
注
「
言
善
人
不
」
下

術
「
但
」
字
」
（
『
論
語
古
訓
外
伝
』
）
。
す
な
わ
ち
、
「
不
但
」

の
「
但
」
を
桁
字
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
荻
生
狙
株
『
論

語
徴
』
に
も
こ
の
説
は
見
え
ず
、
そ
の
根
拠
は
未
詳
で
あ
る
。

(
3
)

皇
侃
『
論
語
義
疏
』
の
引
用
で
は
、
「
亦
多
少
能
創
業
。
然
亦

不
能
入
於
聖
人
之
奥
室
也
」
に
作
る
。

(
4
)

『
程
氏
遣
書
』
（
巻
八
）
に
、
「
践
迩
如
言
循
途
守
轍
。
善
人

雖
不
循
守
旧
迩
、
亦
不
能
入
聖
人
之
室
」
と
あ
る
。

(
5
)

朱
子
は
、
次
の
よ
う
な
張
載
の
発
言
を
も
併
記
す
る
。
「
善
人

欲
仁
而
未
志
於
学
者
也
。
欲
仁
、
故
雖
不
践
成
法
、
亦
不
距
於
悪
、

有
諸
己
也
。
由
不
学
、
故
無
自
而
入
聖
人
之
室
也
」
。

(
6
)

叙
槌
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
愚
謂
、
此
章
之
意
、

器
勉
善
人
以
奴
法
聖
人
也
。
不
践
迩
、
亦
不
入
於
室
、
言
不
践
聖

人
之
陳
迩
、
則
亦
不
能
入
聖
人
之
奥
室
也
。
語
意
明
白
、
詞
費
何

為
」
。

(
7
)

『
経
学
厄
言
』
で
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
蓋
有

不
践
迩
而
自
入
於
室
者
。
唯
聖
人
能
之
。
…
…
若
善
人
、
上
不
及

聖
、
而
又
非
中
賢
以
下
所
及
。
故
荀
践
迩
、
斯
必
入
於
室
。
若
其

(27) 
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不
践
迩
、
則
亦
不
能
入
於
室
耳
」
。

(
8
)

『
漠
書
』
刑
法
志
は
、
「
善
人
為
邦
百
年
、
亦
可
以
勝
残
去
殺

突
」
・
「
如
有
王
者
、
必
世
而
後
仁
」
（
『
論
語
』
子
路
篇
）
と

•• 

い
う
孔
子
の
発
言
を
引
い
て
、
「
至
於
善
人
、
不
入
於
室
、
然
猶

百
年
勝
残
去
殺
突
」
と
述
べ
て
い
る
。

(
9
)

も
っ
と
も
、
劉
宝
楠
『
論
語
正
義
』
は
、
「
疾
世
無
明
君
」
と

い
う
古
注
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
注
以
聖
人
・
君

子
・
善
人
・
有
恒
、
皆
指
当
時
天
子
諸
侯
言
之
」
。

(10)

ま
た
、
田
中
利
明
氏
は
「
韓
愈
の
『
論
語
筆
解
』
に
つ
い
て
の

研
究
ー
本
文
篇
、
そ
の
一
ー
」
（
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
ニ

六
I

三
）
以
下
の
論
考
に
お
い
て
、
『
論
語
筆
解
』
所
引
の
古

注
の
問
題
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
碓

也
篇
ま
で
の
古
注
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
諸
篇
に

対
す
る
研
究
は
、
田
中
氏
が
故
人
と
な
っ
た
た
め
、
中
絶
の
や
む

な
き
に
至
っ
て
い
る
。

(11)

た
だ
し
、
苑
氏
本
で
は
「
音
作
言
、
字
之
誤
也
。
伝
写
、
因
注

云
雅
音
正
言
、
遂
誤
爾
」
と
な
っ
て
い
る
。
墨
海
金
壺
本
と
苑
氏

本
と
で
は
、
『
論
語
筆
解
』
本
文
の
字
句
に
も
異
同
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

(12)

『
論
語
』
子
張
篇
に
、
「
曽
子
日
、
堂
堂
乎
張
也
、
難
与
井
為

仁
突
」
と
あ
る
。

(13)

老
子
は
、
「
迩
」
に
固
執
す
る
孔
子
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。
「
夫
六
経
、
先
王
之
陳
迩
也
。
登
其
所
以
迩
哉
。
今
子

之
所
言
、
猶
迩
也
。
夫
迩
、
履
之
所
出
、
而
迩
登
履
哉
」
。
な
お
、

こ
の
「
迩
」
と
「
所
以
迩
」
と
を
区
別
す
る
立
場
は
、
『
淮
南
子
』

説
山
訓
「
故
循
迩
者
、
非
能
生
迩
者
也
」
な
ど
を
経
て
、
郭
象
の

『
荘
子
注
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

(14)

李
闘
に
は
、
『
中
説
』
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

「
其
理
往
往
有
是
者
、
而
詞
章
不
能
エ
者
有
之
突
。
劉
氏
人
物
表
、

王
氏
中
説
、
俗
伝
太
公
家
教
、
是
也
」
（
『
暦
李
文
公
集
』
巻
六
、

答
朱
載
言
書
）
。

(15)

『
中
説
』
事
君
篇
（
四
部
叢
刊
本
）
に
は
「
天
下
所
共
存
也
」

「
共
」
字
が
な
い
。

(16)

司
馬
光
も
ま
た
、
こ
の
両
者
を
併
挙
す
る
。
「
如
通
対
李
靖
聖

人
之
道
曰
、
無
所
由
、
亦
不
至
子
彼
、
彼
道
之
方
也
、
必
無
至
乎
。

又
対
魏
徴
以
聖
人
有
憂
疑
、
退
語
蓋
常
以
聖
人
無
憂
疑
、
曰
心
迩

之
判
久
突
。
皆
流
入
子
釈
老
者
也
」
（
「
文
中
子
補
伝
」
）
。

• 

(17)

『
論
語
全
解
』
に
、
「
所
存
者
在
心
、
所
行
者
在
述
。
過
心
於

迩
、
則
於
君
子
為
有
餘
°
迩
過
於
心
、
則
於
善
人
為
不
足
。
蓋
善

人
之
道
、
未
能
有
諸
己
者
也
°
未
能
有
諸
己
、
則
必
以
心
践
迩
°

然
後
能
入
於
室
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で
用
い
た
「
無
求
備

斎
論
語
集
成
」
所
収
本
は
、
明
の
謝
氏
小
草
斎
紗
本
に
依
る
排
印

本
で
あ
り
、
傍
点
部
分
は
恐
ら
く
「
迩
。
心
過
」
の
誤
写
あ
る
い

は
誤
排
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

(28) 


